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■ 百貨店事業

○ 全店の概況

・ 春の行楽や、新生活も背景に春のﾌｧｯｼｮﾝや各種ｷﾞﾌﾄへのﾆｰｽﾞなど、お客様の購買意欲は高く、全店売上高
は前年に対して約2割増と好調。引き続き都心店の売上高の伸長率は高い水準で、中でも阪急本店の売上高
前年比は約3割増と牽引。

・ 免税売上高は前年に対して3.5倍、中でも阪急本店は約3.6倍と引き続き好調で、お花見ｼｰｽﾞﾝ後も高い水準で
推移し、同月対比として11ヶ月連続、単月としても3ヶ月連続で過去最高を更新。

○ 阪急本店の概況

・ 4ヶ月連続で、過去最高売上高を更新（同月対比）。

・ 婦人・紳士ﾌｧｯｼｮﾝ全般が好調で、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞのお客様の売上も押し上げとなり各ｶﾃｺﾞﾘｰの売上高は前年に対し

2ｹﾀ増、中でも服飾雑貨や化粧品、ﾗｸﾞｼﾞｭｱﾘｰ、紳士ｶﾃｺﾞﾘｰは3割増を上回る水準。特にﾊﾞｯｸﾞやｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

ﾌｧｯｼｮﾝの売上高は前年に対し5割増を上回り牽引。婦人ﾌｧｯｼｮﾝでは、日ごとの気温の変化が大きく、ﾆｯﾄや

ｼﾞｬｹｯﾄなどの羽織ｱｲﾃﾑや、ﾊﾟﾝﾂが好調。また、初夏のﾆｰｽﾞとして帽子やｻﾝﾀﾞﾙなども稼働。明るい色目のﾐﾆ

ﾊﾞｯｸﾞやﾄｰﾄも買い替え需要が高まり、ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｲｰｸに向けたﾆｰｽﾞも後押しとなり人気。

・ 100万円以上の高額品の売上高は、前年の約1.4倍と引き続き高い伸びを示した。

※過去1年間の売上高推移 前年比（％）

■ 食品事業
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※2022年3月期より「収益認識に関する会計基準」を適用して

おりますが、月次の売上速報および営業概況につきましては、

当該基準等適用前の取扱高で開示しております。

ておりますが、

2024年 4月度 売上速報

＜本件に関するお問い合わせ先＞
エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 メディアリレーション部 TEL：06-6367-3181

★数値は速報値のため、確報値とは誤差が生じることがあります。


